
WGWGWGWG 活動報告活動報告活動報告活動報告    

１３．成人１３．成人１３．成人１３．成人 TTTT 細胞白血病リンパ腫（細胞白血病リンパ腫（細胞白血病リンパ腫（細胞白血病リンパ腫（ATLATLATLATL））））    

    

①①①① WGWGWGWG メンバーリストメンバーリストメンバーリストメンバーリスト    

氏名氏名氏名氏名    所属所属所属所属    診療科診療科診療科診療科    

責任者責任者責任者責任者    ：：：：    宇都宮宇都宮宇都宮宇都宮    與與與與    公益財団法人慈愛会 今村病院分院 血液内科 

加藤 光次 九州大学病院 血液腫瘍内科（第一内科） 

菱澤 方勝 京都大学医学部附属病院 血液・腫瘍内科 

田野崎 隆二 国立がん研究センター 中央病院 臨床検査科 

高塚 祥芝 公益財団法人慈愛会 今村病院分院 血液内科 

石田 高司 名古屋市立大学病院 血液・膠原病内科 

福島 卓也 長崎大学病院 血液内科（原研内科） 

増田 昌人 琉球大学医学部附属病院 第二内科・がんセンター 

中瀬 浩一 愛媛県立中央病院がん治療センター 血液腫瘍内科 

赤塚 美樹 藤田保健衛生大学病院医学部 血液内科 

和氣 敦 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院分院 血液内科 

鈴宮 淳司 島根大学医学部附属病院 腫瘍センター 

東梅 友美 ミシガン大学がんセンター 血液・腫瘍内科 BMT プログラム 

名和 由一郎 愛媛県立中央病院がん治療センター 血液腫瘍内科 

鵜池 直邦 独立行政法人国立病院機構 九州がんセンター 血液内科 

崔 日承 独立行政法人国立病院機構 九州がんセンター 血液内科 
    

②②②② ２０１２０１２０１２０１1111 年末時点で承認された研究、及び業績一覧年末時点で承認された研究、及び業績一覧年末時点で承認された研究、及び業績一覧年末時点で承認された研究、及び業績一覧    

「ATL 患者に対する同種骨髄破壊的移植と非破壊的移植の比較検討」  PI：石田 高司                                           

学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：Ishida T, Hishizawa M, Kato K, Tanosaki R, Eto T, Miyazaki Y, Hidaka M, Sakamaki H, Morishima Y, 

Suzuki R, Utsunomiya A. Clinical impact of reduced intensity stem-cell transplantation for ATL. 第 73 回日本血液学会

学術集会, 2011 年、名古屋国際会議場 

「成人 T 細胞性白血病／リンパ腫に対する臍帯血移植の後方視的検討」  PI：加藤 光次    

学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：学会発表・論文業績：学会発表・論文発表準備中 
    

③③③③ 会議開催記録会議開催記録会議開催記録会議開催記録（（（（2011201120112011 年年年年 1111 月月月月----12121212 月）月）月）月）    

    

④④④④ WGWGWGWG の今後の活動方針・抱負などの今後の活動方針・抱負などの今後の活動方針・抱負などの今後の活動方針・抱負など    

ATL-WG の今年度の活動は、第 3 回打ち合わせ会にて CST と RIST の比較についての解析結果が示され、日本血液学

会総会で発表も済ませ、論文化作業を行ってきた。しかし、WG 活動開始前の先行研究である GVHD と Gv-ATL 効果に

関する投稿論文の査読で前処置による差の解析データを求められた。従って今年度のメインテーマである CST と RIST

の比較の解析結果は、先行論文の進捗状況を見極めながら早急に論文化を目指したい。また、臍帯血移植の解析は順

調に進んでおり、来年度の学会発表と論文化を計画している。さらに次回の ATL-WG 打ち合わせ会では新たな研究テー

マを決める予定である。 
    

日時日時日時日時    場所場所場所場所    会議内容会議内容会議内容会議内容    

2011/7/3 

（第 3 回） 

名古屋第一 

赤十字病院 

新メンバー（九州がんセンター鵜池先生、崔先生）の紹介。CST と RIST の比較について

プレゼンと討論。ATL の中枢神経浸潤例について検討を計画する。GVHD と Gv-ATL 効

果についてのBloodへ投稿した論文の進捗についての報告が菱澤先生よりなされた。新

たな研究テーマとして臍帯血移植について加藤先生を中心に解析することが決定した。 


